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　　　　　　　　　　　はじめに
　ザンビア共和国・ルサカ市におけるプライマリー・ヘルス・
ケアー・プロジエクトはJICA，AMDA（アジア地区医師連絡
協議会），LUDHMT（Lusaka　Urban　Health　Management
Team）を主機関、東京大学医学部国際社会医学（国際保健
計画学）、新潟大学医学部公衆衛生学教室、新潟県福祉保健
部健康対策課を支援機関として、1997年3月から5年間の予
定で、保健医療状況の基礎調査と予防医学活動に着手され
た。
　特に、「地域保健に関する専門知識と技術・方法の提供と
実践活動を共同で実施する」ことを目的としている。平成10
年8月から9月に、　「栄養疫学に係わる技術指導」を業務内
容として、LUDHMT（ザンビア共和国保健省・ルサカ市保
健運営管理チーム）へJICA（日本国際協力事業団）国際医
療協力部から短期専門家として派遣される機会を得たので、
活動の概略と現地住民の日常生活の現状と今後の問題点につ
いて報告します。
　　　　　　　　　　調査活動状況
　8月9日：午後現地着、同10日：JICA事務所，　LUDHMT
並びに調査地区内にあるGeorge　Clinicを表敬訪問し所長、
婦長、Medical　Doctor，　Clinical　officerへ挨拶、同11，12
日：調査に協力してくれる6名の栄養士と面談、栄養調査質
問票（母乳栄養、食物摂取状況等）について協議並びに修正
作業、同13，14日：George　Compound内George　Clinicに
来診した母子に直接問診方法で授乳状況について問診、17，
18日にも継続し、約400名（組）の情報を得た。
　8月19日～21日：George　Compound住民に対し、栄養士
が直接、各家庭を訪問し食物摂取状況調査を実施、総数約300
家庭の日常生活状況にっいて問診した。調査の円滑な進行と
調査員の安全を守るため、同地区在住のNeighborhood
Committeeの地区役員に同行を依頼したが、非常に協力的
であり、調査期間中にトラブルもなく無事に実施できた。
　8月24日～26日：同地区住民の栄養状態の概要を把握する
ため、得られた「母乳栄養」、「食物摂取状況」の結果から、
各々50家庭を無作為抽出し、手集計によって分析、現状把握
と問題点及び今後の展望について検討した。8月27日（午前）
：先の解析結果を中心に、「The　Workshop　of　Nutrition」
と題して、現地栄養士6名、保健医療専門家を含むSCDP
みやにし　くにお
県立新潟女子短期大学生活科学科
食物栄獲専攻　公衆衛生学研究室
〒950－2003新潟市青山6－14－13（自宅）
（NGO）3名及びPHC　Project　Team　5名、計14名で
Seminarを開催した。地区住民の母乳栄獲、食物摂取状況の
現状、問題点並びに今後の対策などについて、各々の立場か
ら積極的な意見が提起され非常に有意義であった。
　また、日本から現地へ持参した電子栄獲計算機（システム
デジカロII、702）の使用説明と現地で実際に料理されている
食品の栄養価計算のデモンストレーションを行い、好評を得
た。この機器は、食品1，000品目、外食メニュー200品目のエ
ネルギー、蛋白質、脂質、糖質、塩分のデータが内臓されて
おり、簡単なキー操作によって栄養価計算が出来るものであ
る。
　余談ではありますが、母乳栄養、食物摂取状況の栄養学的
評価のため、当該地区のOpen　market内で市販されている
「食品」約20種類を購入し、帰国後食品分析するためにJICA
名で直送して頂いた。成田税関から、3度自宅と研究室に電
話があり、「何の目的で持ち帰ったのですか」と諮問され、
「研究のため」と答えて何とかクリアーしたのですが（メイ
ズと呼ばれている白い粉がシマという主食の材料なのですが、
真っ白い粉状で、コカインと間違えられたのではないかと心
配しました）、結局、キャッサバ（サツマイモ）、乾燥キノコ
は没収されてしまいました。
　8月27日（午後）：ザンビアの首都・ルサカ市のJICA
事務所へPHC　Project　Leaderと共に出向き、今回の調査
の概要についての報告と事業内容の説明並びに調査地区の母
子栄養、食物摂取状況の問題点、課題を含む事業計画などに
ついて話し合いました。
　　　　栄養摂取状況の問題点と今後の課題
1）母乳栄養と離乳食
　　①離乳期の設定が不適切（早期離乳と長期授乳が多
　　　い）
　　②離乳に対する母親の知識不足（教育レベルが関与）
　　③離乳食の内容に問題あり（食材、回数など）
　　④貧困のため、1日3度の食事が充分出来ない家庭
　　　が多い
　　⑤タンパク質、野菜、果物の摂取頻度が少なく、摂
　　　取総エネルギー量不足
　　⑥母親（授乳中）の健康診査が必要（特に、貧血）
2）食物摂取
　　①一日3度、異なるメニューの食事をしている家庭
　　　は殆ど無し（主食のシマと2、3種類の野菜が中心）
　　②家族員数が多いため、一人当たりの摂取量が少な
　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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　　③蛋白質の摂取が殆ど無い
　　④野菜、果物の摂取量、種類共に不足
　　⑤一日の食事回数が1、2回の家庭が目立った
3）母乳栄養、離乳食並びに食物摂取の今後の課題と対策
　　①妊娠・出産・離乳に関する父親・母親学級の開催
　　②妊婦への母乳・離乳に関する知識の普及
　③離乳食の作り方、与え方の教育
　④栄養失調児の早期発見とクリニックの診察の待ち
　　時聞を利用した保健医療知識の普及活動
　⑤安価な蛋白源の確保：養鶏、カペンタ、大豆製品
　　の摂取推進活動
　⑥野菜、果物の宅地、地域内での自家栽培など自給
　　自足活動の推進
　⑦コンパウンド内に「食糧供給組合」を組織し、生
　　産性を高める
　⑧家父長教育（自覚）によって、家庭、家族意識を
　　向上させる
　⑨　余剰労働力の活用（農作業、道路整備、環境衛生
　　整備など）
jlCA　PHC　PROJECT　TEAMによる既着手、事業進捗状況
1）　家庭菜園は乾季でも浅井戸により潅水可能な家庭を中
　心に、20戸に対し小農具（クワ、シャベル、ジョウロな
　ど）と毬子を配布し、「モデル菜園作りを普及させる」
　ことを計画中、JICA本部へ予算申請中
2）　「食糧供給組合」は既に「消費者共済組合」としゼ住
　民が自主的に組織化し、マイクロクレジット制度を活用
　する方式で指導する予定（大豆のREVOLVING　FUND
　に着手、普及活動中）
3）　「野菜・果物等の自家栽培」を目指して、コンパウン
　ド地区近隣に国有地の払い下げを申請中（見込み大との
　情報あり）
4）　「環境衛生」整備のモデル事業として、コンパウンド
　内のクリニック入り口に開設されているマーケット周辺
　にf公衆トイレ」を設置予定
ジョージ・コンパウンド地域に於ける保健医療に関する
　　　　　公衆衛生学的問題点と今後の対策
ユ）雨季・夏期のf離乳食調査」「食物摂取状況調査」
2）今回の調査対象母子並びに世帯の疾病発症調査（追跡
　調査）
　本プロジェクトのメインテーマである「下痢症と栄養失
　調症の予防」のために必要な調査である。
3）栄養失調症の前駆症状にある乳幼児に対して、離乳食
　の正しい与え方（大豆粉末の粥）などのクッキング・デ
　モンストレーションの実施
4）　ジョージ・コンパウンド地域における環境衛生、食品
　衛生、水質汚染に関する調査が必要
　1．青空マーケット内で市販されている食品の安全性の
　　確認（食品衛生）
2．井戸水（浅井戸、深井戸）、JICA供給水などの細菌
　学的検査
3．環境衛生（汚物、汚水、糞尿処理）に関する基礎調
　査と指導
　　　　　　　　　　日常生活の紹介
　滞在中、長期専門家の住居で自炊しながら生活したが、日
本食に拘らなければ、西洋料理の食材は殆ど調達出来る。物
価は日本の3分の1程度（果物、野菜はもっと安価）であるが、
購入する店によって価格はまちまち、安全性については長期
滞在者に聞くことが早道です。気候は私が滞在した時期は冬
季乾季だったので、5～25℃程度、夜は少し冷え込みました
が、寒さに強い私にとっては快適でした。有り難いことに夜
洗濯して室内ロープに干しておくと、翌朝にはからりと乾燥
しており、アイロン掛けて仕上がりでした（お陰で、アイロ
ン掛けの腕が上がりました）。
　日頃、狭い我が家に住み慣れていたので、平屋造りの住空
間の広い住居（4．5畳台所、3畳ダイニング、12畳リビング、
6畳程度の居室2部屋、8畳寝室2部屋、バスルーム、トイレ）
を一人で使用することに慣れるまで、2、3日掛かりました。
真夜中の物音に時々目を覚ましたりして、少々不安でした。
また、現地人庭師が週3回、庭の管理に雇われており、突然
の窓越しからの“モーニング・サー”にはギョッとしました。
　恥ずかしい話ですが、“コフ・コフ”の呼びかけが、“風
邪を引いているので薬をくれないか”の意味だと理解するま
で、時聞が必要でした（冷静に聞けなくて、対話出来なかっ
たのです）。
　JICA専門家という立場で仕事をさせて頂いたので、毎朝
三菱パジェロが午前8時30分の出迎え、午後5時30分の帰宅
まで、現地調査期間中も含めて安全に勤務・移動・滞在出来
ました。
　初めてのアフリカ体験でしたが、“子供達の笑顔”に出会
えたことが何よりの想い出になりました。これから、“どの
様にして現地の人達に役立てるか？”を模索している毎日で
す。
　往路は新潟を朝出発し、東京のJICA本部へ挨拶、成田で
一泊し、翌朝成田空港からシンガポール（一泊）、翌日の真夜
中、南アフリカ共和国（ヨハネスバーグ）へ向けて出発、乗
り換えてザンビア共和国の首都ルサカ午後3時到着、帰路は
ルサカ発、ヨハネスバーグ（一泊）、翌朝香港経由で成田夜着
でした。
　遠い異国への一人旅の楽しさと不安を満喫し、実り多い出
張でした。
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